
                       

(1)                                教 会 だ よ り     2026(令和 8)年 2 月(第 584 号) 

仙
台
正
教
会 

教
会
だ
よ
り 

仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

シリアの聖エフレムの祝文 
主吾が生命の主宰よ、怠惰と、愁悶と、

矜誇と、空談の情を吾に與ふる勿れ。 

（大拝１回） 

貞操と、謙遜と、忍耐と、愛の情を我爾 

の僕（婢）に與え給え。（大拝１回） 

嗚呼主王よ、我に我が罪を見、我が兄

弟を議せざるを賜え、蓋爾は世世に崇

め讃めらる。「アミン」（大拝１回） 

神よ、我罪人を浄め給え。（小拝 12回） 
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こ
の
言
葉
を
言
わ
れ
た
時
、
私
は
一
瞬
不
快

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、
次
か
ら
は
言
わ

れ
た
通
り
（
と
い
う
か
祈
祷
書
で
そ
の
よ
う
に

指
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
）
実
践
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
注

意
さ
れ
た
の
か
、
自
分
な
り
に
で
す
が
、
分
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

そ
れ
ま
で
の
私
は
、
痛
悔
す
る
た
め
に
、
意
志

の
力
で
心
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
自

分
の
心
を
痛
悔
に
持
っ
て
行
こ
う
、
と
。
そ
の
結

果
、
自
分
で
も
薄
々
気
付
い
て
い
た
の
で
す
が
、

何
だ
か
演
じ
て
い
る
よ
う
な
、
感
傷
的
で
噓
臭

い
痛
悔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
頭
で

命
令
し
て
、
心
の
状
態
を
変
え
よ
う
と
す
る
な

ど
不
自
然
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
き
ち
ん
と

躬
拝
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
回
心
と
い
う
も
の

は
、
心
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
を
含
め
た
自
分

の
全
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
人
間
と

い
う
も
の
は
、
心
や
霊
だ
け
で
は
な
く
、
身
体

も
含
め
て
初
め
て
人
間
で
あ
る
と
い
う
正
教
の

人
間
観
を
体
験
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

大
斎
に
あ
た
り
、
教
会
の
伝
統
に
真
摯
に
取

り
組
み
、
霊
と
身
体
と
い
う
私
た
ち
の
「
全
体
」

で
神
に
立
ち
返
り
ま
し
ょ
う
。 

司
祭 

ル
カ 

田
畑
隆
平 

今
月
よ
り
大
斎
準
備
週
間
が
始
ま
り
、
２３

日
に
は
い
よ
い
よ
大
斎
を
迎
え
ま
す
。 

 

大
斎
と
言
え
ば
、
私
は
以
前
、
神
学
生
の
時

に
先
輩
か
ら
あ
る
注
意
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
大
斎
の
平
日
の
祈
祷
で
、
ち
ょ

う
ど
「
エ
フ
レ
ム
の
祝
文
」
を
終
え
た
時
で
し

た
。
そ
の
時
私
は
、
精
一
杯
の
痛
悔
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
「
神
よ
、
我
罪
人
を
浄
め
給
え
」
と

１２
回
十
字
を
画
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

私
に
先
輩
は
言
い
ま
し
た
。 

「ち
ゃ
ん
と
躬
拝
し
た
方
が
良
い
よ
」 

躬
拝
と
は
、
十
字
を
画
い
た
後
に
、
手
を
床

に
つ
け
る
ほ
ど
し
っ
か
り
と
腰
を
曲
げ
て
頭
を

下
げ
る
こ
と
で
、
祈
祷
書
に
よ
っ
て
は
小
拝
と

も
書
か
れ
て
い
る
、
身
体
を
伴
う
祈
り
の
動
作

の
こ
と
で
す
。 

身
体
を
伴
う
痛
悔 
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仙
台
教
会
で
は
、
１２
月
２４
日(

水)

午
前
９
時
よ
り
降
誕
祭

前
日
の
祈
り
と
し
て
、
晩
課
聖
体
礼
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祈

祷
の
最
後
に
は
「光
」で
あ
る
ハ
リ
ス
ト
ス
の
降
誕
を
表
す
大
ロ

ウ
ソ
ク
が
聖
堂
中
央
に
置
か
れ
る
中
、
降
誕
祭
の
ト
ロ
パ
リ
と

コ
ン
ダ
ク
を
歌
い
、
い
よ
い
よ
迎
え
た
救
い
主
の
到
来
を
讃
美

し
ま
し
た
。 

そ
し
て
同
日
の
夜
１８
時
よ
り
、
徹
夜
祷
（
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ

ヴ
礼
拝
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
ヶ
月
以
上
前
か
ら
練
習
を
重

ね
て
き
た
聖
歌
隊
の
聖
歌
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
高
い
集

中
力
が
維
持
さ
れ
た
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
約
５０

名
の
参
祷
者
の
う
ち
半
数
近
く
は
信
者
以
外
の
方
で
し
た

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
最
後
ま
で
聖
堂
を
後
に
す
る
こ
と
な

く
、
祈
り
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
来
会

者
全
員
に
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
と
ク
ッ
キ
ー
（
き
ぼ
う
園
献
納
）

が
配
ら
れ
、
教
会
か
ら
歓
迎
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

ま
た
祈
祷
後
に
は
聖
歌
隊
有
志
に
よ
る
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
や
菓

子
の
も
て
な
し
が
あ
り
、
寒
空
の
下
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

温
か
な
気
持
ち
で
主
の
降
誕
の
喜
び
を
遅
く
ま
で
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。 

そ
し
て
翌
２５
日(

木)

に
は
午
前
９
時
よ
り
降
誕
祭
聖
体

礼
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
日
の
朝
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

１０
名
ほ
ど
が
参
祷
し
、
共
に
主
の
降
誕
を
祝
い
、
領
聖
し
ま
し

た
。 

主神我が救世主イイススハリストスの降誕祭 
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中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

神
現
祭(

主
の
洗
礼
祭) 

   )  

 

仙

台

教

会

で

は
、
神
現
祭
を
１

月
１８
日(

日)

に
お

祝
い
し
ま
し
た
。 

 

聖
体
礼
儀
の
最

後
に
は
大
聖
水
式

が
行
わ
れ
、
新
た

に
聖
に
さ
れ
た
聖

水
の
恵
み
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。 

新

年

感

謝

祈

祷 

 
仙
台
教
会
で
は
、
１

月
１
日(
木)

午
前
０

時
と
１１

時
の
２
回
、

新
年
感
謝
祈
祷
が
献

じ
ら
れ
、
去
年
の
罪
の

赦
し
と
、
新
し
い
年
に

神
に
従
う
恵
み
を
祈

り
ま
し
た
。 

中
新
田
教
会
で
は
、

１２
月
２６
日(

金)

か
ら

２７
日(

土)

に
か
け
て
、

降
誕
祭
が
お
祝
い
さ
れ

ま
し
た
。 

２６
日
は
聖
堂
で
早
課

を
献
じ
た
後
、
会
館
で

祝
賀
会
を
行
い
ま
し

た
。
２０
名
ほ
ど
が
集
い
、

ソ
ロ
モ
ン
熊
谷
兄
の
お

店
の
オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど

を
頂
き
、
最
後
に
は
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
翌
２３
日
に
行 

な
わ
れ
た
聖
体
礼
儀
に
は
１３
名
ほ
ど
が
参
祷

し
、
共
に
主
の
降
誕
を
祝
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
中
新
田
教
会
で
は
元
日
に
代
式
新
年

感
謝
祈
祷
と
、
１１
日
に
は
ロ
ー
ソ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
の
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
元
日

に
は
代
式
新

年
感
謝
祈
祷

が
献
じ
ら
れ

ま
し
た
。 白

河
正
教
会
だ
よ
り 

 

白
河
教
会
で
は
、
１
月
３
日(

土)

か
ら
４
日

(

日)

に
か
け
て
降
誕
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

３
日
に
は
正
教
会
の
伝
統
に
則
り
徹
夜
祷
が

行
わ
れ
、
晩
堂
大
課
（
と
リ
テ
ィ
ヤ
）
、
早
課
、

一
時
課
が
献
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
翌
４
日
に
は
正
教
会
に
関
心
の
あ
る

２
人
の
若
者
を
含
む
１５
名
で
聖
体
礼
儀
を
献

じ
、
２
人
も
祝
賀
会
に
招
き
ま
し
た
。
祝
賀
会

で
は
お
寿
司
や
イ
オ
ア
ン
大
寺
執
事
長
特
製
の

ケ
ー
キ
な
ど
を
頂
き
、
様
々
な
話
を
し
て
和
や

か
な
新
年
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

降誕祭祝賀会 新年感謝祈祷 

降誕祭 
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大斎準備週間の奉事 

 今年は２月１日㈰より大斎準備週間が始まり、２３日㈪より大斎が始まります（正確には２２

日㈰の「赦罪の主日晩課」後から）。斎は人と比べるものではなく、私と神という一対一の関係

の中で行われるからこそ、その努力に価値があり、また、怠りにも学びが生まれます。 

永久の神様は完全に前向きなお方であり、大切なのは今年であり、今です。良き斎をお過

ごしください。 

  

  

  

  

 

大斎準備週間の最初の主日は「税吏とファリセイの主日」です（※１

週前の「ザクヘイの主日」より準備週間が始まるとする考え方もありま

す）。この日より、大斎の祈祷書である『三歌斎経』が使用されます。 

自らの正しさに酔い、自分が神の戒めを守る正しい者であることを

神に感謝し、罪人を蔑むファリセイと、自らの罪を認め、神に赦しを願う

税吏。神に義とされたのは果たしてどちらでしょうか。 

 大斎準備週間２番目の主日は「蕩子の主日」です。存命の父親に向

かって遺産の生前分与を要求し、それを受け取った次男は、すぐに家

を離れて遠くへと旅立ち、遊び尽くして財産を使い果たしてしまいまし

た。そこで彼は自分の愚かさに気付き、悔い改めて、決心します。父の

家に帰り、「私は息子と呼ばれる資格はありません。雇人の一人にして

ください」と父に願おうと。そして家に帰った次男を父親は…。 

 
大斎準備週間３番目の主日は「最後の審判の主日」です。金口イオア

ンは神の裁きについてこのように説明しています。「それはなんとも不思

議な判決です。実のところ、そこに裁判官はいません。弁護人もいませ

ん。検察官もいません。陪審員さえいません。ただ、ハリストスと私たち

がいるだけです。ただ、それだけなのです。」ハリストスの愛の眼差しの

前で、私たちは自分で自分にどんな判決を下すでしょうか。 

大斎準備週間最後の主日は「断酪の主日」（または「赦罪の主日」）で

す。この日の夕刻に行われる「赦罪の晩課」を終えると、いよいよ大斎が

始まります。この日のテーマは「楽園放逐」、すなわち、私たちが今置か

れている現実です。私たちの住む世界は楽園ではなく、死に定められ、

人は皆病んでいます。そのような世界を生きる私たちに、この日の福音

は、「あなた方が人を赦すならば、あなた方も神に赦される」と教えます。 



                       

献

金

報

告(

１２
／
２０
～
１
／
２０) 

○
聖
堂
内
献
金 

一
一
五
、
九
七
五
円 

○
降
誕
祭
献
金 

二
万
円 

木
村
憲
治 

一
万
円 

岡
崎
た
い
子
、
大
場
う
め
子
、
札
野
千
絵
、 

木
村
富
貴
子
、
平
塚
裕
、 

八
千
円 

高
橋
聡
樹 

五
千
円 

永
元
道
子
、
村
井
惠
子
、
永
元
亜
紀
子
、 

太
田
ち
え
子
、
増
子
陽
子
、
大
立
目
謙
直
、 

高
橋
紀
武
、
早
坂
盤
、
千
葉
温
、 

高
橋
清
太
、
高
橋
英
俊
、
鈴
木
美
千
代
、 

山
寺
し
ち
よ
、
秋
保
明
、
佐
藤
幾
久
子
、 

永
沢
正
輝
、
井
戸
久
未
子
、
佐
藤
由
枝
、 

横
山
美
貴
子
、
田
畑
つ
ば
さ
、
岡
部
歯
科
、 

但
木
国
子 

三
千
円 

小
原
淑
子
、
高
橋
文
彦
、
橘
聡
子
、 

岡
崎
文
子
、
遊
佐
な
み
子
、
渡
辺
ひ
ろ
子
、 

遊
佐
珠
子
、
宮
﨑
正
美
、
及
川
聡
子
、 

新
沼
大
明
、 

二
千
円 

山
田
恵
津
子 

○
会
報
感
謝
献
金 

千
円 

横
山
美
貴
子 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

九
千
円 

シ
モ
ン
・ベ
ン
ソ
ン 

三
千
円 

山
田
喜
美
雄
、
高
橋
聡
樹
、
本
多
弘
明
、 

増
子
陽
子
、
山
田
美
穂
子 

二
千
円 

高
橋
文
彦 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

一
万
円 

佐
藤
厚
子 

六
千
円 

渡
邊
幸
子 

五
千
円 

笹
川
皓
、
本
多
弘
明
、
村
井
惠
子
、 

山
本
理
惠
子
、
山
本
実
、
高
橋
ゆ
り
、 

渋
谷
秀
行 

三
千
円 

岡
崎
文
子
、
岡
崎
澄
之
、
山
田
喜
美
雄
、 

平
塚
清
、
太
田
悦
子
、
千
葉
弘
樹
、 

高
橋
秋
子 

二
千
円 
岡
多
喜
子
、
遊
佐
な
み
子
、
伊
勢
洋
子
、 

石
川
菜
美
・裕 

千
円 

 

高
橋
紀
武
、
山
中
由
美 

○
感
謝
献
金 

一
万
円 

熊
谷
真
由
美 

六
千
円 

佐
藤
恵
一 

○
埋
葬
献
金 

二
十
万
円 

赤
間
敦
子
（八
文
字
積
子
） 

※
敬
称
略 
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永
眠 

十
二
月
二
六
日 

【仙
台
教
会
】 

エ
リ
ザ
ベ
タ 

八
文
字 

積
子 

姉
（九
五
歳
） 

永
遠
の
記
憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 

消 
 

 

息 

「
赦
罪
の
晩
課
」に
続
け
て
行
わ
れ
る
「赦
し
の

儀
式
」は
、
『三
歌
斎
経
』
227
頁
に
記
載
さ
れ
て
い

る
修
道
院
の
伝
統
が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

相
互
赦
罪
の
儀
式
で
は
、
「我
罪
人
を
赦
し
給
へ
」

と
い
う
求
め
に
対
し
、
「神
は
爾
に
赦
し
給
は
ん
」

と
応
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（モ
ス
ク
ワ
総
主
教

庁
聖
シ
ノ
ド
23
年
８
月
24
日
の
決
定
に
よ
る
）。 

 

「
私
の
罪
を
お
赦
し
く
だ
さ
い
」
で
は
な
く
「
罪

人
で
あ
る
私
を
お
赦
し
く
だ
さ
い
」
、
「私
は
赦
し

ま
す
」
で
は
な
く
「
神
は
お
赦
し
に
な
る
で
し
ょ

う
」
こ
れ
が
「
赦
し
の
儀
式
」
に
於
け
る
赦
し
合
い

の
内
容
で
す
。 

 

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
の
赦
し
合
い
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
お
考
え
く
だ
さ
い
。 

赦
し
の
儀
式
に
つ
い
て 



                       

２月聖名日 

モレーベンのご案内 
２月１５日㈰聖体礼儀後 

２月の聖名日モレーベンに

該当する方々です。ぜひご参

祷ください。 
▲聖エウフロシニヤ ▲亜使徒聖ニコライ 
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合
同
洗
礼
は
信
徒
家

庭
で
未
だ
洗
礼
を
受
け

て
い
な
い
方
を
主
な
対
象

と
す
る
も
の
で
、
未
洗
の

お
子
さ
ん
や
、
家
族
の
信

仰
を
受
け
継
ぎ
た
い
け
ど

機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
て

い
た
方
に
向
け
た
特
別
な

も
の
で
す
。 

是
非
こ
の
機
会
に
洗

礼
を
お
受
け
く
だ
さ

い
！ 

※
ご
不
明
な
点
は
遠
慮

な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

聖名日 聖   名       氏    名（敬称略） 

2/1 マカリイ（エギペトの克肖者） 瀬戸正岐、土田貫一郎 

2/3 アグニヤ（ロマの聖致命女） 高橋由佳 

2/6 クセニヤ（ロマの克肖女） クランソーヴァ・オクサーナ 

2/7 
グリゴリイ（コンスタンチノープルの大主教、

神学者） 
中川文彦 

2/10 エフレム（シリヤの克肖者） 大場 昇、千葉重行、平塚 清 

2/10 イサアク（ニネヴェの主教、シリヤの） 田畑良平 

2/16 ニコライ（日本の亜使徒） 大槻欣史、寺嶋秀之 

2/16 アンナ（聖預言女） 

岡崎たい子、葛西弘子、木幡貞子、

今野多恵子、西條恵子、笹川久美、

板橋千佳子、但木國子、八賀みち、

伊藤光子、鈴木えりか、金子晏生、

熊谷天津子 

2/16 シメオン（抱神者） 鈴木和夫、高橋 真 

2/18 アガフィヤ（聖致命女） 千葉和子 

2/23 パウラ（パレスチナの聖致命女） 千葉万亀 

2/27 
キリール（スラブの教師、博士、克

肖） 

板橋敏雅、佐々木篤志、渡辺吉雄、

本間良美 

2/28 
エウフロシニヤ（アレクサンドリヤの

克肖女） 
遊佐なみ子 

※上記の聖名日は、ユリウス暦をグレゴリオ暦に換算したものです。 

合
同
洗
礼
式
の 

ご
案
内 

日
時
：４
月
５
日(

日) 

午
前
８
時
３０
分
～ 

締
切
：３
月
５
日(

木) 

申
込
先
：仙
台
教
会 



                       

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
８
年
１
月
６
日 

午
後
２
時
～
３
時

半 

場
所
：３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

・
7
㈰ 

代
式
祈
祷
、
降
誕
祭
前
の
教
会
清
掃 

・
8
㈪-

１２
㈮ 

神
父
検
査
入
院
（
広
南
病
院
） 

・
14
㈰ 

マ
ル
フ
ァ
澤
邉
洋
子
姉
永
眠 

（
通
夜
16
㈫
、
埋
葬
式
17
㈬
） 

・
16
㈫ 

複
合
機
、w

i-
fi

契
約
更
新 

・
17
㈬ 

伝
道
会 

参
加
２
名 

・
21
㈰
降
誕
祭
祝
賀
会 

・
23
㈫ 

複
合
機
、w

i-
fi

交
換 

・
24
㈬  

降
誕
祭
前
日
晩
課
聖
体
礼
儀 

降
誕
祭
徹
夜
祷 

・
25
㈭ 

降
誕
祭
聖
体
礼
儀 

・
26
㈮ 

エ
リ
ザ
ベ
タ
八
文
字
積
子
姉
永
眠 

（
埋
葬
式
３
０
日
） 

・
1
㈭ 

新
年
感
謝
祈
祷
（午
前
０
時
、
11
時
） 

・
4
㈰ 

代
式
祈
祷
、
教
会
清
掃 

・
収
益
事
業 

駐
車
場
の
空
き
が
１
台
有
っ
た
が

新
た
に
契
約
を
結
ん
だ
。 

二
、
協
議
事
項 

⑴
聖
堂
外
壁
ク
ラ
ッ
ク
修
繕
の
件 

１２
月
７
日
の
降
誕
祭
前
清
掃
時
に
平
塚
兄
が

ク
ラ
ッ
ク
を
確
認
し
た
。
報
告
は
来
月
。 

⑵
降
誕
祭
祝
賀
会
振
り
返
り 

37
～
３８
名
参
加
。
ビ
ン
ゴ
は
か
な
り
時
間
が

掛
か
っ
た
の
で
、
来
年
は
ビ
ン
ゴ
を
よ
り
見
や
す

い
も
の
に
新
調
す
る
か
、
別
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
方
法

（
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
等
）
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

す
る
。 

⑶
降
誕
祭
振
り
返
り 

参
祷
者
約
50
名
。
聖
堂
受
付
で
ク
リ
ス
マ
ス
カ

ー
ド
、
ク
ッ
キ
ー
配
布
。
祈
祷
後
に
聖
歌
隊
有
志

に
よ
る
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
、
菓
子
の
振
る
舞
い
。
今
年

は
祈
祷
の
途
中
で
帰
る
人
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、

最
後
ま
で
参
祷
し
て
い
た
。 

⑷
新
年
感
謝
祈
祷
振
り
返
り 

０
時
：
参
祷
５
名
、
11
時
：
参
祷
１０
名
。
０
時

の
部
に
は
、
長
ら
く
教
会
に
来
て
い
な
か
っ
た
方

の
参
祷
も
あ
り
、
継
続
の
価
値
有
り
。 

⑸
二
十
歳
感
謝
モ
レ
ー
ベ
ン
の
件 

該
当
者
２
名
。
１
名
よ
り
欠
席
の
返
信
有
り
。 

⑹
神
現
祭
の
件 

大
聖
水
式
と
聖
名
祭
の
モ
レ
ー
ベ
ン
が
重
な
る

た
め
、
聖
名
祭
は
聖
体
礼
儀
終
結
後
（た
だ
し
、 
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十
字
架
接
吻
前
）と
す
る
。
受
付
に
聖
水
容
器
の

予
備
と
シ
ー
ル
を
用
意
す
る
。 

⑺
新
年
会
の
件 

申
込
：
３１
名
（
１
月
６
日
現
在
）
。
※
最
終
３４

名 ⑻
２
月
８
日
㈰
の
件 

神
父
入
院
の
た
め
、
山
田
兄
に
代
式
祈
祷
を

依
頼
し
た
。 

⑼
赦
罪
の
晩
課
／
大
斎
の
件 

黒
布
の
ア
イ
ロ
ン
掛
け
は
２
月

１５
日
に
行

う
。
平
日
祈
祷
の
誦
経
は
こ
れ
ま
で
同
様
当
番

制
に
し
な
い
。
聖
堂
の
衣
替
え
も
こ
れ
ま
で
同
様

昼
食
後
に
黒
布
を
セ
ッ
ト
し
、
夕
刻
よ
り
晩
課

を
行
う
。
開
始
時
刻
は
昨
年
に
倣
う
。 

三
、
そ
の
他 

・
主
日
に
子
供
が
数
名
来
て
い
る
の
で
、
日
曜
学

校
を
始
め
る
た
め
の
準
備
を
す
る
（
田
畑
マ
ト
シ

カ
と
太
田
姉
・山
中
姉
で
打
ち
合
わ
せ
）。 

※
翌
主
日
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

・
神
父
よ
り
、
聖
堂
の
受
付
奉
仕
者
の
負
担
が
大

き
い
た
め
、
人
員
を
増
や
し
て
交
代
制
に
し
た
い

旨
の
意
見
が
あ
っ
た
。 

・
新
来
会
者
向
け
に
、
聖
堂
入
口
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
充
実
さ
せ
る
。 



○
中
新
田
教
会 

8
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

第
２
調 

２０
日
㈮ 

主
日
前
晩
祷
（
17
時
） 

第
４
調 

２１
日
㈯ 

断
酪
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 

○
白
河
教
会 

３０
日
㈮ 

教
会
清
掃
（９
時
半
） 

３１
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
18
時
） 

第
１
調 

1
日
㈰ 

税
吏
及
び
フ
ァ
リ
セ
イ
の
主
日 

聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

大
聖
水
式 

１５
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

第
３
調 

２７
日
㈮ 

教
会
清
掃
（９
時
半
） 

２８
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
18
時
） 

第
５
調 

                       

○
仙
台
教
会 

1
日
㈰ 
税
吏
及
び
フ
ァ
リ
セ
イ
の
主
日 

代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

第
１
調 

書
札 

テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
後
296
端
３
：
10‐

15 

福
音 

ル
カ
89
端
１８
：
10‐

14 

◆
聖
堂
清
掃
奉
仕 

 

7
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
２
調 

8
日
㈰ 

蕩
子
の
主
日 

代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
１３５
端
６
：
１２‐

２０ 

福
音 

ル
カ
７９
端
１５
：
１１‐

３２ 

 

１４
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
３
調 

１５
日
㈰ 

断
肉
（
審
判
）の
主
日
／
迎
接
祭 

 
 
 
 

 
 

聖
体
礼
儀
（
１０
時
） 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
１４０
端
８
：
８‐

９
：２ 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
１０６
端
２５
：
３１‐

４６ 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

 

１７
日
㈫ 

定
例
執
事
会
（
１３
時
30
分
） 

２１
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
４
調 

２２
日
㈰ 

断
酪
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
１０
時
） 

書
札 

ロ
マ
１１２
端
１３
：
１１-

１４
：４ 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
１７
端
６
：
１４‐

２１ 

◆
聖
堂
衣
替
え 

    

大
斎
初
週
祈
祷 

２３
日
㈪ 

早
課
～
晩
課
（９
時
） 

 
 
 
 

 
 

ア
ン
ド
レ
イ
の
大
カ
ノ
ン
（
１７
時
） 

２４
日
㈫ 
早
課
～
晩
課
（９
時
） 

 
 
 
 

 
 

ア
ン
ド
レ
イ
の
大
カ
ノ
ン
（
１７
時
） 

２５
日
㈬ 

早
課
～
先
備
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

 
 
 
 

 
 

ア
ン
ド
レ
イ
の
大
カ
ノ
ン
（
１７
時
） 

２６
日
㈭ 

早
課
～
晩
課
（９
時
） 

 
 
 
 

 
 

ア
ン
ド
レ
イ
の
大
カ
ノ
ン
（
１７
時
） 

２７
日
㈮ 

早
課
～
先
備
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

 
 
 
 

 
 

糖
飯
祝
福
式 

２８
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 
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※会報に掲載の写真でご希望のものがあればプリントしますので遠慮なくお申し出ください。 

《大
斎
の
始
ま
り
》 

２
日
～
８
日 

不
禁
食
週
間
（斎
な
し
の
週
） 

１６
日
～
２２
日 

乾
酪
類
を
食
べ
尽
く
す
週 

２
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 

９
日
～
１５
日 

肉
類
を
食
べ
尽
く
す
週 

２月の予定（仙台教会） 

【代式祈祷】１㈰、８㈰ 

【月例パニヒダ／聖名祭】１５㈰ 

【黒布アイロン掛け】１５㈰ 

【聖歌隊】（発声）１㈰１３時半 

（練習）８㈰、１５㈰、２２㈰ 

【伝道会】１８㈬19時 

【聖堂衣替え】２２㈰ 

※司祭の都合により第２日曜も

代式となるため、今月の月例パ

ニヒダは第３日曜となります。 

赦
罪
の
晩
課
（
１５
時
） 

 
 

晩
課
後
、
赦
罪
の
儀
式 


